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教師教育フォーラム

　2020年代を通じて実現を目指す学校教育「令和の日
本型学校教育」をメインテーマに掲げ、教師教育リサー
チセンターと教職大学院とが共催して開催します。
　午前の部では、「個に応じた指導」を ICTの活用、少
人数によるきめ細やかな指導体制の整備等を学習者の
視点から整理した概念である「個別最適な学び」と、これ
までも重視されてきた「協働的な学び」とを一体的に充実
することについて、様々なお立場からご報告を頂きます。
　そのうえで、教育現場の変化の具合、さらに教員養成
大学に求められる対応につき、本フォーラムを通して、
皆様と共に考える機会にしたいと思います。午後からは、
より具体的なテーマを定め分科会を行います。

学長挨拶　小原　芳明
9：30～12：00  教師教育フォーラム

プログラム

13：00～15：30  教職大学院 分科会

講　演

シンポジウム
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玉川大学

「令和の日本型学校教育」における「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現に向けて

主 催
教師教育リサーチセンター

共 催
教職大学院

後 援
町田市教育委員会、稲城市教育委員会、神奈川県教育委員会、
横浜市教育委員会、川崎市教育委員会、相模原市教育委員会、
時事通信出版局、協同出版、日本語検定委員会、
（株）ネットラーニング、玉川学園K-12

問い合わせ先
玉川大学教師教育リサーチセンター
〒194-8610 東京都町田市玉川学園6-1-1
TEL：042-739-7097　FAX：042-739-8857
e-mail：t-kenshu@tamagawa.ac.jp  HP：www.tamagawa.jp 

①国語教育　②特別支援教育　③算数教育　④カリキュラム・マネジメント
詳細は裏面をご覧ください。

●「令和の日本型学校教育」の構築に向けた「個別最適な学び」、「協働的な学び」とは
髙口  努 氏（信州大学理事、前文部科学省大臣官房文部科学戦略官）　

●「東京型教育モデル」の実現に向けた教員の育成
小寺　康裕 氏（東京都教職員研修センター 研修部長）　

●子どもの夢と未来をつなぐ学びのＩＣＴ活用 
西山　俊彦 氏（相模原市立谷口台小学校 校長）
佐藤　司明 氏（相模原市立谷口台小学校 教諭）　

●「令和の日本型学校教育」の実現を目指した教員養成大学の方向性
森山　賢一 （玉川大学教師教育リサーチセンター　リサーチフェロー 教授）　

【コーディネーター】
笠原　陽子（玉川大学教師教育リサーチセンター　客員教授）　　

11月3日（水）23時59分
申込締切

玉川大学教師教育フォーラム

事前申し込み制
参加費無料

本学HPよりお申し込みください



　算数科の授業で、個に応じた指導・支援に難しさを感じている教師
が多くいる。学年が上がるにつれて、個の差は広がり、どのように授業
づくりに取り組んでいけばよいのかと悩みも大きくなる。当然、子ども
は授業が「わかって、できれば、楽しく」なる。こうした内容に焦点を当
て校内研究に取り組んでいる教師の実践報告を取り入れ、算数科授
業における「指導と評価と支援の在り方」を考えていく。

「わかって、できれば、楽しい算数」　－指導と評価と支援の追究－

特別支援教育とICT
　GIGAスクール構想の進展により、環境が整いつつある中で、通常
学級に在籍するLD児やADHD児等の論議が置き去りにされている観
は否定できない状況である。本分科会では、昨年に引き続き、ひとり
一人の「学びの方法」の最適化という視点から、考えていきたい。
さらに、「幼児教育スタートプランの実現」の視点から、保育園年長
児へのICT教育の実践例を紹介したい。

特別支援学校等の重度障害児への実践事例
●「特別支援学校（知的・肢体）の3Dプリンターの実践事例」
　児山 卓史 氏（神奈川県立平塚養護学校 教諭）
●「放課後等デイサービスや学習塾等での実践事例」　
　川田 健太郎 氏（合同会社HI-FIVE 代表）
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コーディネーター 須賀 拓己 氏（埼玉県久喜市立桜田小学校 教諭）

２ 小学校通常学級と保育園での実践事例
●「小学校2年生のハイブリッド授業の実践事例」
　竹内 宏和 氏（東京都墨田区立梅若小学校 教諭）
●「保育園年長児のキッズタブレットと音声入力端末の実践事例」
　小原 基 氏（横浜市立若葉台特別支援学校 教諭）
　安藤 正紀（玉川大学教職大学院 教授）

研究 「小学校3年体育科のＩＣＴ（ウゴトル）を活用した実践事例」
　副田 健一郎 氏（玉川大学教職大学院 院生）

資質・能力を育成するためのカリキュラム・マネジメントと学習評価
④ カリキュラム・マネジメント　

「なぜ、主体的に学習に取り組む態度を育てなければならないのか」
「そのために何をすればいいのか」「児童生徒の学習改善につながる
評価とは」等、日々の授業実践の中で先生方が試行錯誤しながら取
り組んでいる点について、実践例から提案し、皆さんで深めて行きた
いと思います。

ゲストスピーカー・担当教員

海野 功子 氏 （横須賀市立神明中学校 教頭）
笠原 陽子（玉川大学教師教育リサーチセンター 客員教授）

分科会テーマ

講演者プロフィール

② 特別支援教育

① 国語教育
〈問い〉から作り上げる学習
　学習における協同的な対話、自己調整などが重視されている。国語
教育においては、改めて緻密な教材研究に基づいた学習デザインが
要請される。そこでは、授業者・学習者の作る〈問い〉の質が問題にな
る。そのような〈問い〉の質と、〈問い〉から作り上げる学習のデザイン、
学習過程における働きかけや、具体的な工夫を、小中学校それぞれの
立場から報告してもらい、研究との関わりの点からも検討を加える。

ゲストスピーカー・担当教員

橋本 祐樹 氏（世田谷区立等々力小学校 教諭）
井上 功太郎 氏（中央区立日本橋中学校 教諭）　
西田 太郎 氏（東京福祉大学短期大学部 専任講師）兼コーディネーター　
松本 修（玉川大学教職大学院 教授）　

信州大学理事、前文部科学省大臣官房文部科学戦略官。
文部省教育助成局教職員課課長補佐、岐阜県教育委員会
参事、文部科学省初等中等教育局教育課程課学力調査室
長、生涯学習政策局男女共同参画学習課長、初等中等教
育局教職員課長、独立行政法人教職員支援機構理事、国
立教育政策研究所次長、文部科学省大臣官房審議官（総
合教育政策局担当）を歴任、令和3年10月から現職。

髙口　努

東京都教職員研修センター研修部長。
東京都内公立小学校で教諭として勤務の後、市部の教育委員会
指導主事、区部の公立小学校副校長、市部の教育委員会教育指
導課長等を経て、東京都教育庁指導部主任指導主事（生徒指導
担当）、同部教育計画担当課長、同部指導企画課長を歴任。専門
は、特別活動、生活指導、教育相談。全国特別活動研究会参与。

小寺　康裕

約900名の児童が在籍し、開校72年目を迎える神奈川
県相模原市立谷口台小学校校長。 相模原市教育委員
会学校教育課長、相模原市立上溝南小学校校長を経
て、平成31年度より現職。令和3年4月より相模原市立
小学校長会会長。 

西山　俊彦

相模原市立谷口台小学校第５年生学年主任。視聴覚、
ＩＣＴ担当リーダーとして学校全体の環境整備、 授業改
善に従事。自らも積極的にＩＣＴを活用した授業実践に
積極的に取り組んでいる。相模原市立小中学校視聴覚
教育研究会事務局次長。

佐藤　司明

玉川大学教育学部・教育学研究科教授、教師教育リサー
チセンターリサーチフェロー。専門は教育内容・方法学、
教師教育学。特に教育の理論と実践との結合を目指すこ
とによって、教育実践に関する研究水準の向上に取り組
む。町田市教育委員、（独）教職員支援機構特任フェ
ロー、中央教育審議会臨時委員など。

森山　賢一

玉川大学教師教育リサーチセンター客員教授。
独立行政法人教職員支援機構 玉川大学センター 担当。
玉川大学大学院教育学研究科教職大学院教授、神奈川県内
の小中学校教諭、中学校長を務め、神奈川県教育委員会子
ども教育支援課長、支援部長、教育参事監、教育監、顧問を
歴任。現在、神奈川県教育委員会教育委員を務める。

笠原　陽子

③ 算数教育

ゲストスピーカー・担当教員

遠藤 匠 氏、寺坂 郁哉 氏、成田 栄梨香 氏（江戸川区立下小岩小学校 教諭）　 
菅野 宏隆（玉川大学教職大学院 教授）


